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施設名 ふじのみ園
指定管理者 社会福祉法人松江福祉会
担当課 障がい者福祉課
指定期間 令和3年4月1日～令和7年3月31日

１．総合評価

市 A

２．施設利用の増減について

総
括

（１）収支状況の推移　（自主事業を除く） （千円）
H30 R1 R2 R3

収入 32,187 35,412 31,891 39,595

うち指定
管理料

23,827 35,315 23,472 24,699

うち
利用料

0 0 0 0

支出 31,510 34,912 31,891 39,355

差引 677 500 0 240

上記以外の市の収入、支出

収入（使用料） 414 270 29 75

支出 47,877 28,796 25,292 24,796

うち市の
修繕費

6,480 0 1,367 0

市
の
収
支

指定管理施設の管理運営状況のまとめ（令和３年度分）

【優れていると評価した点】
・コロナ禍のため保護者参観が実施できなかったが、動画配信により保護者へ情報提供し、園児の
成長について情報共有するよう努めた。
・熱心に障がい児発達支援に取り組んでおり、保護者からの評価が高い。
・コロナ禍においても適正就学に向けた取り組み（就学懇談会、学校見学など）を中断することなく
進めることができた。

【評価できない、または改善すべき点】
・園児の増減に関わらず、個々の園児の実態に応じ安定した保育・療育の提供を行うよう努めてい
ただきたい。

年度途中に新規入園者があり、10名から14名となった。アンケートでも保護者の評価が高く、発達支援を
行うことが望ましい児童に、より広く活用してもらえるよう園と連携して周知に努める。（定員20名）
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（２）利用者の推移 （年度末時点） （人）

H30 R1 R2 R3

15 12 12 14

（３）利用者アンケート

３．自主事業

総
括

実
施
状
況

回答数
施設職員の対応・態
度等、施設管理や
サービスについて

主な意見

13

①満足している
　　13件(100%)
②どちらともいえない
　　 0件(0%)
③満足していない
　　 0件(0%)

①良い
　・特になし
②苦情
　・特になし
③要望
　・保護者同士で悩みや支援について話をする機会が増えるとよい。

指定管理業務以外に、発達検査、就学懇談会、学校見学を実施した。

・発達検査はエスコの臨床心理士を講師として職員研修を実施し、検査方法を学んだ職員が実施した。
・就学懇談会、学校見学はきりん組を対象に実施した。全員が養護学校と小学校の両方を見学した。
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４．評価項目及びその評価
市評価

B

A

B

A

B

A

A

A

B

B

A

A

B

B

B

A

A

A

B

B

利用促進のための計画が練られていたか　→自主事業の実施状況

評価項目

利用者の意見を取り入れ管理運営を改善していたか

利用促進のための計画が練られていたか　→利用者数の増減により評価

草刈・植栽管理、外構等施設周辺の管理

広報活動

当初提出した収支計画に基づき、効率的な管理運営が図られたか

業務委託した場合、その委託の範囲は適切か

事業計画を実行するために適当な組織・人員配置が練られていたか

管理責任者は適切な人選がなされていたか、計画実行のための有資格者（経験者）が確保され
ていたか

利用者の安全対策（平常時・緊急時）についての研修等が十分に確保されていたか

個人情報の保護についての研修等が十分に確保されていたか

災害等に備えた計画（被害の拡大防止措置など）が検討され、利用者の安全が十分検討されて
いたか

緊急時の対応策が十分考えられており、緊急時の責任者や連絡体制が明確にされていたか

清掃業務

機械設備等の保守点検

松江市への報告

労働安全衛生

施設の巡視

職員のマナー（服装・電話・窓口）

備品の管理
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